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──────────────────────────────────── 

午前１０時００分 開会 

──────────────────────────────────── 

◎開会・開議宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） おはようございます。 

 ただいまの出席議員は１０人です。定足数に達しておりますので、令和６年第４回羅臼町議

会定例会を開会いたします。 

 本日よりペーパーレスを目的としたタブレットやパソコンの持ち込みを許可いたします。ま

た、報道機関や行政のカメラ及びパソコンの持ち込みも同様に許可いたします。 

 これから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２３条の規定により、３番小川雅勝君及び４番

山下竜哉君を指名いたします。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第２ 会期の決定 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第２ 会期の決定の件を議題といたします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期については、議会運営委員会で協議をしていただき、本日から１２月１２日

までの３日間とし、議案調査のため１２月１１日の１日間は、休会にしたいと思います。 

 御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会の会期は、本日から１２月１２日までの３日間とし、議案調査のた

め、１２月１１日の１日間は休会とすることに決定いたしました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第３ 諸般の報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第３ 諸般の報告を行います。 

 羅臼町監査委員から、定期監査の結果及び例月出納検査の結果ついて報告がありました。 

 次に、１１月１３日に東京都におきまして開催されました、第６８回町村議会議長会全国大
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会に出席いたしました。 

 資料は、議長の手元で保管しております。 

 これで、諸般の報告を終わります。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第４ 町長行政報告 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第４ 町長から、行政報告の申出がありましたので、これを許し

ます。 

 町長。 

○町長（湊屋 稔君） おはようございます。 

 第４回定例議会に際し、議員皆様の御出席を賜りましたことをお礼申し上げます。 

 ただいま議長よりお許しをいただきましたので、９件の行政報告をさせていただきます。 

 １件目は、各分野において御活躍をされました多くの羅臼町民の方が名誉ある賞を受賞され

ておりますので、御報告を申し上げます。 

 お１人目は、令和６年１１月３日に発令されました「秋の叙勲」におきまして、元羅臼消防

団副分団長であります堺正利氏が瑞宝単光章を授章されました。 

 堺氏におかれましては、昭和４４年に羅臼町消防団に入団以来３５年の長きにわたり幾多の

災害に出動し、被害の軽減、防除に大きく貢献するとともに、地域住民の防火意識の向上、啓

発運動に積極的に取り組んでこられました。 

 また、団員相互の融和を図り、訓練では熱心に後輩団員の指導を行うなど、多岐にわたる活

躍は誠に顕著でありまして、このたびの授章となったものであります。 

 お２人目は、令和６年１０月１０日、文部科学大臣から、本町の萬屋志都子氏が「地方教育

行政功労者表彰」を受賞しております。 

 地方教育行政において、その功労が特に顕著な教育委員会の委員に表彰されるものであり、

萬屋氏におかれましては、平成１８年１月１日から令和５年９月３０日までの１７年９か月の

長きにわたり、教員経験を生かしながら、羅臼町教育委員として教育の振興に寄与されたこと

が認められ、このたびの受賞となったものであります。 

 この間、知円別小中学校、飛仁帯小学校、植別小中学校の統廃合、羅臼中学校と春松中学校

を統合した知床未来中学校の新設、幼少中高一貫教育や知床学の推進など、子どもたちの学習

環境が大きく変動した時期でありましたが、教育委員の１人として、羅臼町の教育行政の推進

に御尽力をいただきました。 

 ３人目は、知床未来中学校３年、芦崎凪葉さんが、令和６年度、中学生の「税についての作

文」において、全国納税貯蓄組合連合会会長賞を受賞しました。 

 この賞は、国税庁と全国納税貯蓄組合連合会が、全国の中学生の皆さんを対象に、身近に感

じた税に関すること、学校で学んだ税に関すること、テレビや新聞などで知った税の話などを

題材とした作文を書くことで、税について関心を持ち、正しい理解を深めることを趣旨として
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実施しているものであります。 

 芦崎さんの作文は、「入湯税から考えたこと」と題し、入湯税について調べた内容と、これ

を財源とした地域の活性化対策の提案など広い視点を持ち、自身の考えがしっかりと書かれて

おりました。 

 本年度は、全国６,４８９校から４３万５,５７２編の作文の応募があり、この中から優秀作

品が選考されるもので、内閣総理大臣賞や国税庁長官賞の賞があり、その中で、全国納税貯蓄

組合連合会会長賞を受賞されたものです。 

 このたび受賞された皆様におかれましては、本人の御栄誉はもとより、当町にとりましても

誠に名誉のことでありますので、町民とともに祝福し、ここに御報告申し上げる次第でありま

す。 

 ２件目は、令和６年中４件目の火災が発生しておりますので御報告をいたします。 

 この火災は、令和６年１１月９日土曜日午前８時５分に覚知した、麻布町寺上辰己氏所有の

倉庫から発生したものであり、所有者夫婦が自宅で食事中に「パン」という音を聞いたため窓

の外を見ると、隣接している倉庫から白煙が上がっているのを確認。当該住宅前の国道を走行

中の方が消防へ１１９番通報し、覚知となりました。消防署から３台の消防車及び２台の人員

搬送車両と、消防団から４台の積載車が出動しております。 

 出動した職員により、現場を確認し、先着していた第３分団による放水あり。窓から白煙が

ありましたが、間もなく鎮圧となり、８時２５分に鎮火としております。 

 なお、負傷者及び死傷者はおりません。 

 出火原因については、現在調査中であります。 

 ３件目は、岬町で発生いたしました土砂崩れについてであります。 

 去る令和６年１０月１５日に、岬町モセカルベツ地区の町有林山腹斜面の一部が崩壊する事

象に見舞われ、崩壊土砂や樹木などにより、道道知床公園羅臼線が通行不能となり、幸いにも

人的被害はありませんでしたが、町民生活に重大な影響を及ぼしました。 

 町では、災害発生の一報を受け、羅臼町災害対策本部を設置の上、関係機関と連携し、災害

情報の住民周知、崩壊物の除去などを進め、また、移動が困難となったことに伴う避難所の設

置などに当たりました。 

 避難しておりました観光客６名、阿寒バスの運転手１名及び岬町地区の人工透析患者１名の

合計８名につきましても、災害発生時の午後には、羅臼漁業協同組合の協力の下、指導船によ

る移送が完了し、以後、避難所の利用を希望された方はおりませんでした。 

 その後、崩壊物の除去、大型土のう設置及び崩壊斜面の安全確認を進め、翌日１６日午後１

時には、日中に限り片側交互通行が開始されましたが、悪天候により全面通行止めになるな

ど、岬町以北の住民と漁業関係者の皆様には大変御不便をおかけすることとなりました。 

 この間、安全確認のため、計測器の設置や大型土のうの増設、降雨等による被害拡大防止の

ための崩壊斜面の保護対策などを実施し、２４日午前６時より、片側交互通行ではあります

が、２４時間通行が可能となりました。 
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 現在、年内の終日両側通行に向けて対策が進められておりますので、規制解除日が判明次

第、町民の皆様にお知らせをいたします。 

 なお、このたびの土砂崩れの原因につきましては、確たる原因を特定することが難しく、原

因は不明と最終判断したところであり、崩壊斜面の整備及び道路通行のための対応と安全対策

につきましては北海道で進め、崩壊した土砂及び樹木については、この崩壊物の所有者である

羅臼町が除去作業を実施したものであります。 

 ４件目は、９月２８日、２９日の日程で開催されました「第１回知床らうす産業祭羅来楽」

についてであります。 

 当日は天候にも恵まれ、催し物の中には初めて実施されるものもありましたが、トラブルも

なく、全てのプログラムを開催することができ、両日の来場者につきましては１万９,２５７

名となり、昨年開催された知床開きファイナルに比べ、約３倍の来場者となりました。 

 ２８日のいくら丼の無料配布の引換券６００食分が５分で配布が終了し、また、出店者から

は準備していた食材が土曜日で完売してしまったという声が聞かれるなど、町内外から本当に

多くの方々が御来場していただきましたことに大変感謝を申し上げます。 

 また、知床らうす花火大会においては、町内外のたくさんの方々から御協賛いただきまし

て、多くの花火を打ち上げさせていただくことができ、第１回目の知床らうす産業祭羅来楽に

ふさわしい盛大な花火大会となりました。 

 運営につきましては、連合町内会を含む実行委員会に所属する各団体の方々の御協力をいた

だき、出店団体、協賛団体の皆様を含め、町民一体で新たなイベントをつくり上げることがで

きたと考えております。 

 なお、第２回知床らうす産業祭羅来楽の開催日につきましては、先日の実行委員会におい

て、令和７年９月２７日土曜日、２８日日曜日に開催することに決定いたしました。関係者の

皆様におかれましては、第２回の開催に向け、引き続き御協力のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 ５件目は、私が会長を務めております根室町村会と根室市の５自治体と台湾野鳥保育協会の

協定の締結についてであります。 

 去る１０月２７日に中標津町長、標津町長とともに、台湾桃園に本部を構えております台湾

野鳥保育協会に訪問し、多くの会員の集まる中、友好協定を結んでまいりました。台湾野鳥保

育協会とは、日本でいうところの野鳥の会のような団体であります。 

 近年、台湾で盛り上がっておりますバードウォッチングを通じ、お互い無理のない形の中

で、有効的に自然・文化交流を深める中で、微力ながらお互いの国の経済に寄与していくこと

を目的としております。 

 早速、台湾野鳥保育協会では、２月か３月に野鳥観察ツアーを企画し、根室管内に訪れてい

ただくこととなっております。 

 根室管内には、日本・台湾友好協会という組織もありますので、今後、お互いの交流を通

じ、観光や地域経済に波及していくきっかけになっていただければと期待をしております。 
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 ６件目は、大阪・関西万博への参加についてであります。 

 全国の世界自然遺産を抱える自治体で組織しております世界自然遺産５地域会議が先日、東

京で開催され、５月６日、６月５日の２日にわたり、大阪・関西万博への参加が決定いたしま

した。 

 ブースの出店は６月５日でありまして、日本の自然環境への取組や、それぞれの地域を世界

にＰＲする絶好の場として捉え、斜里町とタッグを組み、準備を進めてまいります。詳細につ

いては、これから決まっていくものでありますが、斜里町と協力し、知床を世界に向け、ア

ピールできればと考えております。 

 ７件目は、日本おにぎり協会への加盟についてであります。 

 新潟県南魚沼市が音頭を取って進めております、日本おにぎり協会よりお誘いがあり、北海

道の自治体として唯一の参加を求められ、加盟することとなりました。 

 「米の取れない羅臼町なのだが、いいのか」という問いかけに対し、おにぎりの具材とし

て、昆布を中心とした魚介類をもって、羅臼町にぜひとも参加してもらいたいとの強い要望が

ありました。羅臼町の特産をＰＲする場としてもよい機会と感じ、現在、羅臼昆布を使ったお

にぎりの具の開発を町内の様々な方々に相談し進めております。 

 また、来年２月７日に東京都において、全国おにぎりサミットが開催される予定となってお

ります。 

 現在、ＮＨＫの朝ドラでも「おむすび」という番組が放映されておりますし、世界的にもラ

イスボールではなく、「おにぎり」という言葉で呼ばれるようになるなど、静かなブームと

なっておりますので、大いに期待しているところであります。 

 ８件目は、先日行われた「世田谷区千歳船橋、知床らうす物産展」の報告であります。 

 例年開催しております世田谷区千歳船橋駅前広場での知床らうす物産展が先月１１月１６

日、１７日の２日間にわたり行われ、多くの来場者でにぎわいました。 

 これまで、コロナ禍の中止を除き、今回で１０回目を迎えたことから、初回から現地スタッ

フとして多大なる協力をいただいております千歳船橋会に対し、羅臼町より感謝状を贈らせて

いただきました。今回も会場設営や会場運営、さらには北方領土返還署名活動にも御協力いた

だき、集客へのＰＲや接客にも御尽力いただきました。改めて、これまでの御協力に心から感

謝をいたします。 

 今回で、１０回目を迎えたことから、今後について会長様や森繁建様に御相談したところ、

毎回、世田谷区長が来てくれるなど、成長したイベントなので、ぜひ来年も開催しましょうと

いうことになりました。 

 このイベントでの、羅臼高校生の作る大漁焼きの東京での実践販売はとてもよい経験となっ

ております。 

 また、今年は、羅臼町と交流のある埼玉県北本市や静岡県川根本町の参加もありましたの

で、次年度に向けて計画をしてまいります。 

 ９件目は、鮮魚取扱高についてであります。 
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 お手元に配付をさせていただきました日報は、令和６年１２月４日付のものであります。主

要魚種で見ますと、ホッケが昨年同期と比べ好調でして、金額で約１億５,０００万円の増と

なっております。羅臼産ホッケはブランドとして認知されておりますので、安定した漁獲が望

まれるところであります。 

 マスは、数量では上回っておりますが、単価が２００円ほど安く、昨年同期から見て、金額

で減となりました。イカも現在のところ昨年より落ち込んでおります。カレイ類はほぼ横ばい

で推移してしております。夏のエビ漁ですが、漁獲数量が半減しておりますことから、海水温

の影響も考え、今後の資源についても注視していかなければならないと考えております。 

 先月で終漁を迎えた秋サケ漁でありますが、定置網漁という待ち受け漁法であることから、

松法沖を境に格差が生じました。 

 結果としては、単価の高騰もあり、昨年より２４億７,０００万円増の約４３億２,０００万

円になっております。 

 そのほかの魚種に含まれますが、近年はフグなどの温暖な地域で取れる魚が大量に漁獲され

ており、昨年より３億７,０００万円の増額となっております。このような状態が続くことも

予想し、ブリやフグなどの魚種変換への対応も含め、漁協や業界団体と協議の上、必要であれ

ば北海道や国への要請も行っていかなければならないと思っているところであります。 

 これまでの総水揚高は、秋サケ漁の大幅な増額もあり、昨年度と比べ約２６億７,０００万

円の増となっております。しかしながら、魚種によっては著しい水揚げの減少や魚種変換や社

会情勢の影響もありますし、鮮魚ではありませんが、羅臼昆布が降水温による影響を受け減産

されていることも併せて、漁協とも情報共有をしながら必要な対策を講じてまいります。 

 これから本格化していくタラ・スケソ漁、そしてウニ漁が好調であることを願うとともに、

天候の変化に十分留意され、事故のない操業も願うところであります。 

 行政報告については、以上であります。 

○議長（佐藤 晶君） これで、行政報告は終わりました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第５ 一般質問 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第５ 一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。 

 １番米井宏喜君。 

○１番（米井宏喜君） 通告に従い、質問させていただきます。 

 社会教育の在り方とコンパクトシティの取組についてです。 

 １点目、社会教育の拠点とコンパクトシティの方向性について。 

 春松小学校閉校後の空き施設を社会教育の拠点として活用する案があると伺っております。 

 しかし、この施設は町の中心部から約１０キロ離れた場所に位置しており、高齢者や中心部

に住む町民にとって、物理的・心理的に訪れにくい環境になるのではないかと懸念しておりま
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す。これは、コンパクトシティの理念である人が集まりやすい環境づくりの方向性との違いを

感じます。社会教育の拠点の選定において、どのような基準で、アクセス性や住民の利便性を

考慮されているのか、お聞かせください。 

 ２点目です。学校教育と社会教育の連携・強化についてです。 

 現在も社会教育活動に活用されている「優・遊・悠」は、学校の校舎を有効活用したよい例

であると考えます。このような取組を拡大し、学校教育と社会教育が物理的にも近接した環境

で連携する仕組みを構築することが、過疎化が進む羅臼町においては効果的ではないでしょう

か。 

 閉校になった施設だけではなく、現存する校舎を社会教育の拠点として活用する可能性につ

いて、行政としてどのようにお考えでしょうか。また、具体的な検討状況があればお示しくだ

さい。 

 以上です。 

○議長（佐藤 晶君） 教育長。 

○教育長（石﨑佳典君） 米井議員から１件の御質問をいただきました。社会教育の拠点とコ

ンパクトシティへの取組について、２点の御質問でございます。 

 １点目は、社会教育の拠点とコンパクトシティの方向性についての御質問です。 

 春松小学校閉校後の空き施設の活用については、今後、広く町民の意見を伺いながら、町と

しても庁舎内検討会議を立ち上げ、また、教育委員会としても有効な活用について検討してま

いりますが、春松地区、市街地区を含め、全ての地域の皆さんが利用できる社会教育施設とし

ての機能は確保したいと考えているところであります。１校１園化に伴う説明会、意見交換会

の場においても、そのように説明をしてまいりました。 

 人が集まりやすい環境づくりという点で、方向性の違いについて御指摘があり、町として、

社会教育拠点の選定においての基準と、アクセス性や利便性の考慮ということでありますが、

あくまでも現にその場所にあり、これから空き施設となる春松小学校、幼稚園の建物をいかに

有効に活用し、人が集う、にぎわいのある施設にしていくかということでありますので、多く

の御意見をいただきながら、様々な視点から活用を検討してまいりたいと考えております。 

 ２点目は、学校教育と社会教育の連携・強化について。 

 学校教育と社会教育が物理的に緊接した環境で連携する仕組みを構築することが効果的では

ないかという御質問であります。 

 羅臼小学校の「優・遊・悠」の取組につきましては、いわゆる学校開放事業でありまして、

現在、春松小学校、知床未来中学校においても同様の方法で活用が図られております。 

 本事業は、今後も学校施設の有効な活用方法として、１校１園化となる令和８年度以降も取

組を継続して実施してまいります。 

 その上で、全国的には学校と社会教育施設等が複合した例があると承知しておりますが、新

たな小学校校舎は、施設一体型、幼少連携校とすることで、既に方針をお示ししております。 

 また、中学校校舎についても立地や施設規模等を含め、単独校としての現状が適当と考えま
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すので、物理的に緊接した環境という意味において、現存する校舎を社会教育の拠点として活

用するということに関しては今のところ考えておりません。 

○議長（佐藤 晶君） 米井宏喜君。 

○１番（米井宏喜君） 春松小学校の空き校舎になる場所が、社会教育の場として使うという

ことを、もし春松小学校の建物を社会教育の拠点となった場合には、コンパクトシティという

そもそもの目的というか、高齢化への対応と人口減少というところへの対応としては、やはり

中心部から離れたところで活動してくれというのは、なかなか高齢者に対しては無理があるの

ではないかなと自分としては思うので、もしそこを社会教育の活動の場としてどんどん使って

くれとなったときに、やはり中心部に住んでいる御高齢の方たちの、例えば交通の便とか、そ

ういうところのサポートというのが必要になってくると思うのですけれども、その点も一応イ

メージとして何かお考えはありますでしょうか。 

○議長（佐藤 晶君） 教育長。 

○教育長（石﨑佳典君） 社会教育の拠点といった部分でございますけれども、市街地区に

は、今、私が考える社会教育の拠点というのは図書館、らうすぽ、そして学校開放もそれぞれ

利用がしっかりとありますので、利用される皆さんにとっては、十分な拠点として活用されて

いると思っております。 

 ただ、拠点の定義というところが一つあるかと思います。公民館であったり文化センターと

いうところもあるかもしれませんけれども、町民にとっては、現在、市街地区でも、そういっ

たところを利用して社会教育活動をしていただいていると考えております。 

 これから空き施設になる春松小学校、それから幼稚園に社会教育機能を持たせるということ

は、当然公民館の機能としては、全町的な施設としても活用されますが、その一部分の地区の

皆様方にも、当然社会教育施設としての拠点として活用できるものと考えておりますので、大

きなイベント等を今後、春松地区でやるといったようなときには、米井議員おっしゃるとお

り、交通の部分が非常に懸念されるところでありますけれども、今回、文化祭ですとかといっ

たときも、町民の皆様から、「バスが出ればいいね」というようなお声もいただいておりま

す。敬老会なんかもそうです。そういった中で、そういった声を拾いながら、どういったアク

セスができるかというのは、今後しっかりと検討をしていかなければいけないと考えておりま

す。 

○議長（佐藤 晶君） 米井宏喜君。 

○１番（米井宏喜君） 今、教育長のほうからも出たとおり、文化祭のときには、自分は緑町

に住んでいるのですけれども、公住の方がすごく増えたので、あの日、自分の家の前を自分の

足で歩いて向かう御高齢の方たちがすごく多かったのです。僕も参加したので、向かっていく

と、３０分以上前から体育館のほうで待っていらっしゃる方たちがいて、自分の足で、楽しみ

というか、町のイベントとかに足を運ぶという積極的な御高齢の方が羅臼にはまだまだ多いの

だと思っているので、コンパクトシティという、高齢化への対応というところで、今、拠点と

いう文字が質問の中にはすごく多くあるのですけれども、春松小学校の建物がもし拠点となっ
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た場合には、やはりそこで、メインとしていろんな催し物とかが行われるということになる

と、やはり自分の足で向かう御高齢の方が、例えば幾らバスを用意したとしても、半減までは

いかないけれども、離れたところに行くというところが少なくなってしまうのかなということ

で、自分としては心配になるところがあるのです。 

 今の回答のほうなのですけれども、今の羅臼小学校の学校開放事業みたいな感じで、春松小

学校を社会教育活動としても使えますという方向でいくということでよろしいですか。 

○議長（佐藤 晶君） 教育長。 

○教育長（石﨑佳典君） この後、春松小学校、幼稚園の活用方法については、先ほど答弁さ

せていただいたとおり、検討会議を立ち上げてということになりますので、決定はしておりま

せんし、いろいろなアイデアが出てくるものと思います。社会教育的なこともそうですし、福

祉の分野ですとか産業の分野、いろいろな御意見の中で、あの施設を有効に活用していければ

と思っています。 

 ただ、春松地区の皆様方にもぜひ有効に御利用いただければという思いもありますから、コ

ミュニティの場、いわゆる社会教育機能という言葉にしておりますけれども、そういったとこ

ろを充実できればということで、今まで１校１園化の意見交換会等では説明をしてきていると

ころです。 

 いずれにしても、市街地区の皆様も、羅臼町に住むあらゆる皆様が活用できるような施設に

なればいいと願っているところです。大分車社会も充実してきております。公共交通といった

ところではなかなか難しさもあると思いますけれども、市街地区から約６.３キロぐらい、な

かなか心理的な負担というような懸念を質問の中に記載していただきましたけれども、なかな

か心の部分ですので難しいかと思いますが、さほど遠いという印象も持っておりませんので、

ぜひいい形で活用を今後できればと思っております。 

○議長（佐藤 晶君） 米井宏喜君。 

○１番（米井宏喜君） ２点目の小学校の「優・遊・悠」の学校開放事業というものなのです

けれども、学校開放事業という言葉が、結構硬いイメージという感じであるのですけれども、

この学校開放事業という、学校の校舎を広く社会教育の文化サークルの人たちが使うのは可能

だという町民への周知というところは、年度初めとか、どこかでしているのでしょうか。 

○議長（佐藤 晶君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（長岡紀文君） 周知につきましては、年度当初のほうで１回、町政だより等

で周知をしております。 

○議長（佐藤 晶君） 米井宏喜君。 

○１番（米井宏喜君） 社会教育というところで、高齢者がメイン、高齢者がもっと活動でき

る町にできたらいいと思っていて、社会教育というのは、幅広い年齢の方たちにいろいろな活

動を通して、町として教育をしていく、地域として教育をしていくということであって、羅臼

町の中で、小学校とか子どもへの活動とかイベントとか、そういうことはかなり盛り上がっ

て、探検隊を初め、羅臼町としてはすごくアピールできる社会教育という活動が行われている
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と思っているのですけれども、やはり高齢者の活動をする社会教育という部分では、自分の見

る限りでは、やはり衰退していっているというようなイメージがありまして、それは、やはり

高齢者が、よしやろうと思えるような環境というものがまだまだ足りないのではないかと思っ

ていて、公民館がなくなって、社会教育の拠点と言われるものが、町民のイメージとしてもな

くなっていく、なくなっている現状。 

 先ほどもおっしゃったとおり、春松小学校拠点としても、なかなか心理的に足を運ぶことが

難しいかもしれないとなったときには、羅臼小学校とか、ほかの体育館とか、そういうところ

をもっと社会教育の文化サークルとか、そういうことに、たくさん使ってもいいよ、どんどん

使ってくださいというようなアピールというのが今後必要かと思うのです。なので、やはりコ

ロナの影響もあってなのか、すごく文化祭へ参加するサークルの方たちも少なくなってきてい

るので、そこをまたもう一度盛り上げていって、その姿を子どもたちに見せるという環境をつ

くっていくことが、社会教育の上ではすごく重要だと思うのですけれども、その点につきまし

てはどうお考えでしょうか。 

○議長（佐藤 晶君） 教育長。 

○教育長（石﨑佳典君） 今の御質問ですけれども、まさにそのとおりだと思っているので

す。高齢者にしても、一般の成人教育というところもそうですけれども、社会教育や公民館活

動については、自分たちが社会教育の活動をするだけで満足するというものではなくて、やは

り公民館のような拠点があって、そこで自分たちの活動が人目に触れて認められて、そして子

どもたちにもどんどん認知されていく。町民にも、こういった活動をあの人方はしているのだ

ということを見られて、どんどん活動が活性化していくというのが、まさに社会教育というこ

とであって、本当に自分たちの自己満足だけではなくて、多くの皆さんの中で行われる活動、

これが大切だと思っています。 

 そういった意味では、今の図書館が新しくできて、多目的室というのが図書館にありますけ

れども、そこで本を読んでいる子どもたちも一般の方もおります。そこも、先ほど言ったとお

り、司書がしっかりとそういった動きを見て、認められた活動になっていくということですの

で、町内のらうすぽを含めて、あらゆるところで、皆さん方にその活動を認められながらの環

境をしっかりとつくっていくということを大事に、引き続き社会教育のほうも頑張っていけれ

ばと思っています。 

○議長（佐藤 晶君） 米井宏喜君。 

○１番（米井宏喜君） 今ここに参加されている皆さんが幼少の頃とか、町内会とかもすごく

盛り上がっていて、町に育てられたという実感が最近になって自分も、いろいろ社会教育を勉

強する上ですごく実感してきたのです。ただ、親とか先生とか友達とかだけではなくて、やっ

ぱり地域に育てられてきたのだと、これが社会教育だったのだなというふうに改めて最近分

かってきたのです。 

 そうなったときに、やはり高齢者とかが生き生きと活動とかをしているという、私たちがそ

れを見ているとか、高齢者が小学生とか若い子たちを見守っている、そういうようなつながり
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というものを、そういう環境があるということが、いい社会教育をしているという町の姿だと

思うのです。 

 なので、今回、小学校の「優・遊・悠」というか、小学校を社会教育の拠点とならないかと

いう質問をしたのですけれども、もしここで社会教育の活動をもっとできれば、幼児教育と学

校教育と社会教育が一つの場所で行われるという環境というのはすごくいいのではないかと自

分の中で思っていたのです。 

 なので、今後、文化的なものだと陶芸とか、体育館を使ったスポーツ系のサークルとかは活

動しているのですけれども、もっとほかにも文化的な、教室を使った活動というものを、町民

が学校を使ってもいいですというアピールとか周知というか、そのようなことをしていくと、

よりいいのかと思うのですけれども、その点についてどうでしょうか。 

○議長（佐藤 晶君） 教育長。 

○教育長（石﨑佳典君） 学校開放について、なかなか学校開放を利用している団体といった

部分では、目にすることが少ないかもしれません。主に夜、体育館を使用したりということを

しておりますけれども、一つ例をお話ししますと、羅臼小学校で陶芸のサークルが、これは夜

も昼も活動しているのです。陶芸室を使って。一般の方が日中に、まさに子どもたちが授業を

している中で、一般の人が来てそういった活動をしているということになりますので、地域の

そういったサークル活動や、大人のそういった動きというのは子どもたちは見る機会があるの

です。本当にいい環境で教育ができていると思っております。 

 学校開放については、夜とは限りませんので、学校の授業の支障のない範囲でどんどん活用

していただきたいとしていますから、そういった日々の活動と交流を含めて、子どもたちには

いい環境になっていますし、大人にとってもいい環境で、社会教育がやっていくことができる

環境には現在になっているところです。 

○議長（佐藤 晶君） 米井宏喜君。 

○１番（米井宏喜君） そのような環境をつくる土台というか、施設というか、そういう体制

はもうできているので、どんどんこれからは高齢者の方とか、少人数で例えばどこかでくす

ぶっている方とか、そういう方たちをもっと、学校、場所をどこでやるかというのもすごく大

事だと思うのです。自分たちがやるだけではなくて、それを近くの小学校の子たちがちらっと

でも見ているとか、そういうところの積み重ねが社会教育の効果が出る一つの要素だと思いま

すので、ぜひ羅臼町において、幼児教育、学校教育、社会教育が、近い位置で活動していると

いう、それこそが羅臼町が目指すコンパクトシティではないのかと思っていますので、今後の

活動を自分も見守っていきたいと思います。 

 以上で終わります。 

○議長（佐藤 晶君） ここで、１１時まで休憩いたします。１１時から再開いたします。 

午前１０時４７分 休憩 

────────────── 

午前１１時００分 再開 
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○議長（佐藤 晶君） 再開します。 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続けます。 

 次に、発言を許します。 

 ２番浜岸昭仁君。 

○２番（浜岸昭仁君） 通告に従い、３点の質問をさせていただきます。 

  まず１点目は、外国人労働者の住居問題についてですが、外国人労働者を雇用するに当た

り、住居を用意することができず、諦めざるを得ない状況があるようです。これを改善するた

めに町が空き家を利用するなど、住居を確保する手助けをする考えはありませんか、お伺いい

たします。 

 ２点目は、羅臼漁港のトイレについてですが、羅臼漁港西側の観光船乗り場付近には、羅臼

漁業協同組合が設置した仮設トイレが一つあるだけです。漁業者も利用はしていますが、日本

丸等の観光客も利用していることから、新しくトイレをつくるべきだと思いますが、どのよう

に考えているのか、お伺いいたします。 

 ３点目は、町内の水道管についてですが、近年、水道管の破損等により断水が多くなってお

り、本町の水道管の事故が発生した際には、小学校が臨時休校になる事態が起き、岬町での事

故発生時には長期にわたり水が使えなくなり、住民から多くの不満の声が出ているように伺っ

ておりますが、今後どのように改善していくのか、お伺いいたします。 

 以上、３点について質問いたします。 

○議長（佐藤 晶君） 町長。 

○町長（湊屋 稔君） 浜岸議員から３件の御質問をいただきました。 

 １件目は、外国人労働者の居住問題について、１点の御質問でございます。 

 羅臼町における外国人居住者は、コロナ禍の令和２年度には４０名前後でありましたが、コ

ロナ禍明けの令和５年度には５４名に、さらには、最新であります令和６年１１月末には９６

名と２倍以上に増加しております。 

 羅臼町に居住されている外国人の方の年齢構成は、２０代から３０代の働き盛りの方が９６

名中８０名と最も多く、全体の８割を超えていることから、居住されている外国人の方の大半

が技能実習生等の労働者であると推測され、人手不足が深刻化している羅臼町におきまして

も、貴重な労働力として期待しているところであります。 

 外国人労働者の居住につきましては、主に雇用主が確保することが基本となりますが、当町

においても、雇用主が自ら所有する住宅を提供したり、賃貸住宅を借り上げるなど様々な苦労

をされていることは承知しております。 

 御質問いただきました空き家住宅ですが、町では、現在使用していない住宅を４棟所有して

おります。老朽化が進んでおり、住める状態にするためには改修が必要な状態でありますが、

御相談があれば売却することも可能となっております。 

 また、町のホームページに掲載しております空き家バンク制度により、町内の空き不動産に
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ついて紹介を行うなど、相談内容に応じて、町としてでき得る支援を行ってまいります。 

 ２件目は、羅臼漁港のトイレについて、１点の御質問であります。 

 羅臼漁港の西防波堤ですが、御質問いただいたとおり、漁船はもとより観光船や日本丸の乗

船場所として多くの方が利用されております。観光船の乗船者数は、コロナ禍で一時落ち込ん

でおりましたが、令和５年度は３万２,０００人と、ほぼピーク時にまで回復しております。

今年度につきましては、これから冬シーズンが昨年程度の乗船者数となった場合３万７,００

０人と、ピーク時を上回る見込みとなっており、今後ますます乗船者数が増加することが予想

されます。 

 御質問をいただきましたトイレや待合所等の施設整備については、以前より観光関係の団体

からの要望もあり、釧路開発建設部に要望しているところであります。 

 町としましては、現在、水産庁が進めております海業の推進や関連する計画策定の過程で、

羅臼漁港全体や周辺地域の在り方を考える中で、施設の配置等についても、どういった形がよ

いのか検討を進めてまいります。 

 ３件目は、町内の水道管について、１点の御質問であります。 

 御指摘のとおり、水道の一部断水を伴う事故につきましては、近年では令和５年度に４件、

令和３年度に１件の水道本管の破断等による漏水事故が発生している状況であり、住民の皆様

には大変御不便をおかけしている状況にあります。 

 これらの漏水事故等につきましては、そのほとんどが老朽管の破断等によるものであり、本

年第１回定例会におきましても、計画的な水道の整備について御質問を受け、水道施設全体の

更新計画をできるだけ早めに策定し、老朽施設の更新に着手できるよう努めてまいりたいと御

回答を申し上げているところであります。 

 現状といたしましては、毎年漏水調査や担当者等により発見した漏水箇所の修繕や、必要に

より管路の移設などを行っているところでありますが、浄水場設備を含む水道施設全体の老朽

化が進んでいることから、早急にこれらの老朽化対策が必要な状況でありますので、現在、令

和７年度予算編成を行っているところでありますが、水道施設全体の老朽化対策を推進するた

めにも、長期的な視点を踏まえた戦略的な水道事業の計画と、将来１０年程度の安定的な事業

を継続していくための中長期的な経営の基本計画を早急に策定した上で、老朽化対策に着手で

きるよう努めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 晶君） 浜岸昭仁君。 

○２番（浜岸昭仁君） 御回答ありがとうございます。 

 羅臼町のほうでも外国人に期待しているというのは大変よく認識できたのですけれども、

ホームページに記載していても実際の業者の人たちが、外国人を頼みたくても住まわせるとこ

ろがないという話を聞いている感じでは、そういうのを見ていないと思うのです。だからもっ

と分かりやすく、例えば防災無線で、そういうところがあるから、そういう建物があるのでと

いうか、誰でも分かるような仕組みというか、周知できるような方向にしてもらえればと思う
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のですけれども。 

 それに伴って、役場側のほうでも、外国人を頼みたいという話を、漁業者が来た場合に、ど

ういう仲介業者がいるだとか、どういうふうにしたら頼めるだとか、そういう細かいことまで

教えてあげられる窓口をつくって、町民が分かるようにしてもらえればと思うのですけれど

も、どうですか。 

○議長（佐藤 晶君） 町長。 

○町長（湊屋 稔君） 先ほどお答えしたとおり、今や外国人の方々が羅臼で働いていただい

ているということについては、非常に羅臼町としては有り難いし、助かっているのだろうと

思っております。 

 今、御質問のありました、もっと周知をということで、例えば個人の空き家バンクのことを

防災無線で、こういう空き家があるよ、ああいう空き家があるよというのは、防災無線という

観点からいうと、これはちょっとできかねると思っております。 

 ですから、できれば本当はホームページを見ていただきたい。でも、誰も見ていないではな

いか、これは広報でもよく言われることなのです。広報に載せてます。そったらの誰見てるの

よと町民の人が言うのです。でも見てもらわないと困るのです。だから、それを見てもらう努

力をまずしなければいけないと思います。 

 空き家バンクは、あくまで個人のものなので、ホームページ上でしか公表できないと思いま

す。 

 ただ、羅臼町の所有している物件、例えば職員住宅が古くなって、本来であれば取り壊さな

ければいけないのだけれども、それを売却することができますと。売却した上で、そこを利用

する方が修繕をして、そこを利用するというようなことであれば、その辺については、町の方

でしっかり対応できると思いますし、空き家バンクについても、御相談をまずいただきたいと

いうことでありまして、御相談をいただければ、今こういった物件があります。こういったと

ころに御相談くださいというような、羅臼町に不動産屋がいれば簡単な話なのしょうけれど

も、羅臼町にはそういった不動産屋がいらっしゃらないので、羅臼町にまずは御相談いただけ

ればと思っているところでございます。 

○議長（佐藤 晶君） 浜岸昭仁君。 

○２番（浜岸昭仁君） 分かりました。私自身もホームページ、この立場になるまで一切見た

ことはありませんでした。全然分かりませんでしたということもあったので、漁業者の方から

したら、ホームページを見るということはないのだろうというのが現実だと思います。 

 続きまして、トイレの問題なのですけれども、私が個人的に羅臼漁業協同組合の方とお話し

したときに、何か補助を使えば、約半分ぐらいの補助金がもらえるという感じなので、ほかの

残った半分を、町が主体となって羅臼漁業組合や観光船側などと話をして、少しでも、お金は

かかりますけれども、そこを何とかしていくべきなのでないかと思っているのですが、どうで

すか。 

○議長（佐藤 晶君） 町長。 
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○町長（湊屋 稔君） この問題についても毎年のようにといいますか、何度もお話をさせて

いただいておりますが、まずは、あそこを管理しているのが国でありまして、先ほど言った釧

路開発建設部というところにお伺いを立てなければ、港の中では、なかなか勝手に物を建てる

というわけにはいかない。トイレだけの補助であれば、なかなか補助についても、漁協がどの

補助のことを言っているのかちょっと分かりませんけれども、そういったものがあったとして

も、場所の選定ですとか、それから管理、そういったところでの協議が必要になってくるのだ

ろうと思います。 

 そこで、今、羅臼町として進めています。例えば、それぞれいろいろな方々に御参加いただ

いております。未来創造会議、議員も御参加いただいておりますけれども、そういった中で、

今、国が推奨しております海業という、全体を考えましょうと。港の在り方、それから港周辺

の町のにぎわいを創出するための政策として、国では海業というのを今推進しておりますの

で、その海業の中で、そこの西防波堤だけではなくて、ほかのトイレも、劣悪な状態になって

いるところがあると僕は認識しているのですけれども、漁業者が使うところ、観光客が使うと

ころ、そういったところもしっかりグランドデザインを描いた中で訴えていくということを今

後進めていきたいということで、今、計画をさせていただいている最中です。 

 ですから、簡易的に、例えば今言われていた西防波堤に一つぽんとあるのは、あれはよくあ

る簡易トイレみたいなもので、そういったものを何とか置かせていただいている状況ですけれ

ども、それをしっかりとしたトイレや、休憩所も含めたものというのは、今後、当然ながら必

要になってくるだろうと思っていますので、港、それから周辺、道の駅あたりも含めたグラン

ドデザインを、今後、描きながら国へ訴えていくというような方法で今考えているところであ

ります。 

○議長（佐藤 晶君） 浜岸昭仁君。 

○２番（浜岸昭仁君） 分かりました。ありがとうございます。 

 続いて、水道管のことなのですけれども、水道管に関しては、日本中、全国どこも水道管は

老朽化によってこういう事態が起きているみたいです。それを一遍にやるというのは、お金が

かかることなので大変だろうと思うのですけれども、例えば、今、羅臼は水道料は取っていま

すけれども、下水道料は取っていません。ほかの中標津あたりとかは、水道料、下水道料とか

というのをみんな取られて、それで少しでもお金を多くためて水道工事だとか、そういうほう

に回していると思うのですけれども、確かに羅臼町、水道料金って高いほうだというのは分か

るのですけれども、多少水道料金を上げてでも、どんどん進めていかないと、この先まずいの

ではないかと思うのですけれども。 

 例えば、本町の破裂した部分の辺り、近くのところを何年ぐらいからどこをやるとか、岬町

は、何年のどれくらいからどこの場所をやるとか、具体的な方向性というのは、まだ一切決

まっていないのですか。もしあるのであれば教えてもらいたいと思うのですけれども、お願い

します。 

○議長（佐藤 晶君） 建設水道課長。 
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○建設水道課長（佐野健二君） まだ計画というものが策定できていない状況です。その中

で、議員御指摘のとおり、管路も設備も含めて全て老朽化しているので、早急に更新をしたい

という思いとしてはあるのですが、予算がなかなか、一遍にできるということでもありません

ので、この辺はしっかりと計画を立てた上で、どこから順番にというのは、これから計画して

いきたいと思っていますので、今段階としては、本町ですとか岬町ですとか、何年から更新を

始めますというのは、今のところは計画としては確定しておりません。 

○議長（佐藤 晶君） 浜岸昭仁君。 

○２番（浜岸昭仁君） 分かりました。まだ全然計画が立っていないというのが事実なのだと

思うのですけれども、これに関しては、できるだけ早く進めてもらいたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 以上で、私からの質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（佐藤 晶君） 次に、発言を許します。 

 ４番山下竜哉君。 

○４番（山下竜哉君） 通告に従い、質問をさせていただきます。 

 山下からは、高校生の一日議会について。 

 本年も１１月１日に高校生の一日議会が行われました。その中で、本年は１６の質問が出さ

れました。また、昨年の１１月７日に行われた高校生一日議会の質問では１２の質問が出され

ました。これまで７回の一日議会がありました。そのうちの２回に私は参加させてもらいまし

た。 

 その質問に対し、昨年と今年それぞれ三つずつの質問を抜粋し、高校生の質問に対し答弁を

なされました。その中で、実現に向けた取組をその後どのように検討されたのか、お伺いいた

します。 

 まず、令和５年の質問から３点。 

 一つ、湯ノ沢方面のバス停留所について。 

 一部の便が湯ノ沢まで延長できるかどうか、また、新たな停留所も含めて要請すると。 

 二つ目、移動販売車の導入について。 

 民間企業で移動販売車を導入する方がおりましたら、町でも協力できる支援を検討するとい

う答弁をなされました。 

 三つ目、バスケットコートの設置についてという質問に対し、総合運動公園に限らず、今後

の施設整備の中で検討していくという答弁がありました。一部抜粋ではあります。 

 令和６年の質問から３点。 

 一つ目、羅臼川の看板について。 

 看板補修等必要な対応について、道と協議、要請を行っていくという答弁がありました。 

 二つ目、遊び場の設置についてと飲食スペースについて。 

 それに対する答弁は、憩いの場となる施設整備の検討を進める予定である。また、併せて飲

食するスペースの設置について検討してまいりたいということでした。 
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 三つ目、ＡＴＭの設置についてという質問に対し、コンビニ業者等、他事業者と話す機会が

あれば、ＡＴＭ設置に向け、伝えていきたいという答弁がございました。 

 これについて伺います。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤 晶君） 町長。 

○町長（湊屋 稔君） 山下議員から１件の御質問をいただきました。 

 羅臼高校生の一日議会における高校生からの質問に対し、その後、実現に向けた取組や検討

内容について、６点の御質問でございます。 

 １点目、２点目及び４点目から６点目は私から、３点目は教育長から答弁させていただきま

す。 

 １点目は、湯ノ沢方面のバス停留所について、延長することができないのかとの御質問であ

ります。 

 新たなバス停の設置も含め、要望があった件については、今年度５月に羅臼町地域公共交通

活性化協議会を設置し、町民が満足感を得られる移動手段の実現を目指し、現状に合った計画

を策定中であることは御承知のことと存じます。 

 また、広報等でも紹介していますが、コミュニティワゴンによる実証社会試験を実施し、利

用者ニーズの把握、効率的な運行方法などを検討しているところです。現在実施しております

実証社会試験では、湯ノ沢地区も運行コースに加えて、実態の把握に努めております。 

 また、次年度においても各種実証社会試験を実施しながら、協議会でバス停の設置を含めて

検討し、羅臼町に合った公共交通計画をまとめていく運びであります。 

 ２点目は、移動販売車の導入についてであります。 

 昨年の答弁としましては、民間企業で移動販売車を導入する方がいらっしゃいましたら、町

で協力できる支援策を検討するとしておりましたが、現在まで移動販売車を導入する予定の企

業からの御相談はない状況であります。 

 しかしながら、今後もし移動販売車の事業開始のため起業する方や、新分野として事業拡大

する企業や個人の方がいらっしゃいましたら、町の施策として、今年度より開始しております

羅臼町起業支援事業補助金制度を活用してもらうなど、支援を推進してまいります。 

 ４点目は、羅臼川の看板について、看板補修等必要な対応について道と協議、要請を行って

いくことについてのその後の検討状況についてであります。 

 高校生議会で答弁したとおり、既存の看板につきましては、北海道で来年度の補修に向け、

予算確保に努めている状況に変わりはございません。 

 また、羅臼川周辺は、町の重要な景観の一つとして、良好な景観を確保する上で必要な対応

について、北海道と協議等を行っていくと答弁しているところでございますが、提案されてお

りましたフォトスポットなどにつきましては、現時点で計画はなく、高校生の皆さんにも、御

提案があればとお話しさせていただいておりますが、こちらも現地点ではございません。 

 今後、様々な動きの中で必要とされるものが出てきた際には、検討の上、北海道に協議や要

請を行ってまいりたいと思います。 
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 ５点目は、遊び場の設置及び飲食スペースについてでございます。 

 一日議会の答弁としましては、町民や観光客が立ち寄れる場所として、自然と緑の村の利用

の充実を目指した施設や、市街地でも気軽に町民が利用できる公園を意識した憩いの場となる

施設整備の検討を進めるとしておりましたが、これらの事柄につきましては、第８期羅臼町総

合計画の基本構想にも記載されている施策であることから、今後どういった形がよいのかも含

め、内部で検討すると同時に、必要に応じて、町内の有志で構成されております未来創造会議

等で町民の皆様に御意見を伺いながら、実現に向けて検討を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 ６点目は、ＡＴＭの設置についてであります。 

 一日議会の答弁としましては、機会があればコンビニ等事業者へ、ＡＴＭの設置要望がある

旨を伝えるとしておりましたが、町内のコンビニ事業者へ確認したところ、北海道のコンビニ

業界全体の方針として、各コンビニへＡＴＭの設置を推奨していることから、一部のコンビニ

ではＡＴＭの設置に向けて手続を進めていると伺いました。 

 ＡＴＭの設置の判断は、あくまでも個々の事業者となりますが、コンビニ以外のほかの業種

も含め、引き続き情報収集を行ってまいります。 

○議長（佐藤 晶君） 教育長。 

○教育長（石﨑佳典君） ３件目のバスケットボールコートの設置についてであります。 

 一日議会の答弁の中では、総合運動公園に限らず、今後の施設整備の中で検討していくとし

ておりますが、昨年の高校生の一日議会以来、現段階において検討の場面がない状況です。引

き続き、施設整備する際には高校生や子どもたちを含め、町民の皆様の声を意識した施設整備

に努めてまいります。 

○議長（佐藤 晶君） 山下竜哉君。 

○４番（山下竜哉君）２点目の移動販売車の導入ついての中ですが、今年度より開始しており

ます羅臼町起業支援事業補助金制度、今年度から開始しているという話ですが、これはどのく

らい活用されているのか、何件ほど活用されているのか、差し支えなければお教え願います。 

○議長（佐藤 晶君） まちづくり担当課長。 

○まちづくり担当課長（伊藤芳征君） 議員御質問のありました羅臼町起業支援事業補助金で

ございますが、現在、３件の採択がされている状況でございます。新規事業者が１件、新分野

に関しては２件ということになってございます。 

○議長（佐藤 晶君） 山下竜哉君。 

○４番（山下竜哉君） 今の支援事業ですが、どのような形で町民に周知されているのか、お

教え願います。 

○議長（佐藤 晶君） まちづくり担当課長。 

○まちづくり担当課長（伊藤芳征君） 町のホームページ等で周知してございます。 

○議長（佐藤 晶君） 山下竜哉君。 

○４番（山下竜哉君） この周知の方法ですが、ホームページの中で、羅臼町起業支援事業補
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助金制度という形で載っているのを見ましたが、漢字１４文字なので、これを見ただけではよ

く分からないと思うのですが、見せ方というか、そういった工夫はどうされていますか。 

○議長（佐藤 晶君） まちづくり担当課長。 

○まちづくり担当課長（伊藤芳征君） ホームページに記載されていますが、簡単な補助内容

につきましては記載されているものと思います。 

○議長（佐藤 晶君） 山下竜哉君。 

○４番（山下竜哉君） いわゆる、これを見て一目瞭然、どんな補助金か分かるような周知方

法であるかどうか、お伺いたします。 

○議長（佐藤 晶君） まちづくり担当課長。 

○まちづくり担当課長（伊藤芳征君） 補助要綱等、そういったものが添付されてございます

が、もし中身を見て、見づらいという御指摘がございましたら、そこら辺をどういった形に見

せていけるかも含めて検討してまいりたいと考えております。 

○議長（佐藤 晶君） 山下竜哉君。 

○４番（山下竜哉君） ５点目の遊び場の設置及び飲食スペースについてですが、この中で、

未来創造会議等で町民の皆様に御意見を伺いながら、実現に向けて検討を進めてまいりたい。

第８期羅臼町総合計画基本構想、令和６年から令和１３年度ということで間違いないと思うの

ですが、検討を進めて、いつ形になるのかという最終着陸地点はどの辺と考えていらっしゃる

か、お伺いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 町長。 

○町長（湊屋 稔君） こういったものが必要であるということは計画の中に載っておりま

す。しかしながら、それをいつまでということは今は決まっておりませんが、これはやっぱり

いろいろなものを、情勢も見ながら進めていくことになると思います。 

 今回のこの御質問については、１か月前に高校生から御質問を受けたもので、それを１か月

後に、いつになるのですかということについては、ちょっと今の時点でお答えできるような状

況にないと思っております。 

○議長（佐藤 晶君） 山下竜哉君。 

○４番（山下竜哉君） 令和５年度の遊び場の設置についてということに関してもいかがか、

お伺いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 町長。 

○町長（湊屋 稔君） この遊び場の設置については、以前から高校生に限らず、様々な方々

から公園の問題ですとか、そういったことで御意見をいただいております。これまでいろいろ

な計画といいますか、協議をしてまいりましたが、何分にも羅臼町の市街地区であったり、そ

ういったところに設置する場所の問題であったり、河川敷がいいのではないかという協議もし

ましたが、河川敷には設置できないものもたくさんあって、移動できなければいけないとか、

いろいろな制約がございます。そういったことで、なかなか協議が進んでいかないということ

もございました。 
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 また、先ほどお答えしたかもしれませんが、体験実習館等々へというお話も、そちらのほう

も、今、計画書といいますか、全体像をつくっておりますが、そちらのほうも利用者数も含め

て、どれぐらいの利用者がいるのかということも今、検討中でございまして、これを皆さんが

喜んでいただけるような形。 

 それともう一つは、１校１園化に伴って、空き施設や空きスペースというのが今後考えられ

ます。これは春松地区でありますが、そこの利用も含めて、広い範囲で考えていかなければい

けないだろうと思っております。 

 先ほどコンパクトシティというお話がございました。しかし、コンパクトシティとしての私

の考えとしては、これは春松地区も含めた形の中で、少し俯瞰して上から見る中で、こちら側

から見るとどう思うか、市街地区から見るとどう感じるか、どういう利用者がいるかというこ

ともしっかり考えながら、それぞれの地域に必要なもの、それから春松地区に必要なもの、そ

れから市街地区に必要な形、いろいろなことも考慮しながら今後進めていきたいと思っており

ますので、これは１校１園化、それから町の全体像、先ほど話した海業という、港を中心とし

た全体のにぎわいというものも含めて考えていかなければいけないと思います。 

 海業って、非常にいろいろなことができる制度でありまして、例えば港の中に公園をつくる

こともできるのです。しっかりとした計画があれば、ですとか、そういったことも考えられま

すし、港の中に食堂もレストランもつくることもできたり、港としてのいろいろな規制緩和の

中で、ですから、そういったことをしっかりと全体像として計画を立てていきたいと今考えて

いるところであります。 

○議長（佐藤 晶君） 山下竜哉君。 

○４番（山下竜哉君） これで終わります。 

○議長（佐藤 晶君） 次に、発言を許します。 

 加藤勉君。 

○５番（加藤 勉君） それでは、通告に従いまして、１件、４点について質問させていただ

きたいと思います。 

 １校１園化についての質問でございます。 

 園児・児童数の減少から、令和８年度から羅臼小学校と春松小学校の統合。令和９年度から

羅臼幼稚園と春松幼稚園を統合して羅臼小学校に併合する１校１園化を公表いたしました。 

 これに伴いまして、以下の４点についてお伺いいたします。 

 羅臼小学校の統合に当たって、３か年で整備する計画でありますが、整備費はどの程度を予

想されているのかお伺いいたします。 

 ２点目でございます。廃止される春松小学校校舎の利用計画について。 

 ３点目は、廃止される羅臼幼稚園園舎の利用計画について。 

 最後、４点目ですが、校舎内に併設されている放課後児童クラブの設置について、この４点

についてお伺いいたしますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 教育長。 
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○教育長（石﨑佳典君） 加藤議員から１件の御質問をいただきました。 

 １校１園化について４点の御質問でございます。 

 １点目は私から、２点目以降は町長から答弁をさせていただきます。 

 １点目の統合に当たっての整備費についての御質問であります。 

 令和８年４月の小学校統合に向けた整備では、２階、３階の児童用トイレの故障箇所修繕も

併せて洋式化に改修するとともに、特別支援学級を確保するためのコンピューター室の間仕切

り設置を令和７年度に実施してまいります。 

 令和９年４月の幼稚園併設に向けた整備としましては、令和７年度に幼稚園部分の全体的な

実施設計を委託し、１階幼稚園児童用トイレの洋式化と園児用便器への取り換え、手洗い場の

高さの改修、洗い場やシャワー室の設置等が必要と考えております。 

 併せて、幼稚園の各教室にも洗い場を設置し、床は事故の発生がないようにクッション性の

あるものに改修、壁は幼稚園らしいリフォーム、中央ホールの防音対策及び柱へのクッション

材の取付け、園庭、砂場、遊び場の整備など、令和８年度に改修工事を実施してまいります。 

 整備費につきましては、令和７年度、トイレ改修工事に２,０５１万５,０００円、幼稚園改

修実施設計費で１,９７３万４,０００円を予定しており、令和８年度に実施する幼稚園部分の

改修費は、実施設計によって算出されますので、現時点での想定額は見込むことはできませ

ん。 

 また、羅臼小学校の校舎は築３０年以上が経過していることから、このたびの１校１園化に

かかわらず、令和９年度以降、複数年にわたって外壁や屋上防水などの建築工事、電気設備、

機械設備等の更新、グラウンド整備など、計画的に更新及び改修を実施していく予定でありま

す。 

 この後は、町長から答弁をさせていただきます。 

○議長（佐藤 晶君） 町長。 

○町長（湊屋 稔君） ２点目は、廃止される春松小学校校舎の利用計画についてでありま

す。 

 春松小学校校舎の利用計画につきましては、地域住民や関係団体からの意見を基本とし、春

松地区のにぎわい拠点となる、夢のある計画の検討を進めるため、役場内に庁舎内検討会議を

設置し、具体的な活用方法を模索していく考えです。 

 庁舎内検討会議では、特に若手職員を中心に構成し、柔軟で創造的なアイデアを取入れ、若

年層の視点や意見を積極的に生かすことで、より実効性のある活用計画の策定を目指します。 

 また、組織の中に高校生や地域おこし協力隊などの意見を取り入れる工夫も行い、地域の活

性化や住民サービスの向上を目的とした活用案を幅広く議論し、地域交流と社会教育の拠点や

観光資源としての活用、町内外からの事業者誘致による新たな産業創出など、多角的な観点か

ら検討を進め、維持管理費や利用頻度、施設の老朽化状況なども慎重に考慮し、持続可能な計

画を策定してまいります。 

 今後、地域住民との意見交換の場を設けるとともに、庁舎内検討会議において具体的な計画
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案をまとめ、令和８年度には改修に向けた予算計上、令和１０年度中に施設オープンを目指し

ます。 

 なお、状況によっては計画の一部変更や遅れが生じる可能性もありますが、慎重かつ迅速に

取組を進め、段階的に実施へ向けた準備を進めてまいります。 

 ３点目は、廃止される羅臼幼稚園園舎の利用計画についてであります。 

 羅臼幼稚園園舎の利用計画につきましては、子育て支援をさらに充実させるため、子育て支

援の拠点とする幅広い選択肢を検討してまいります。特に福祉や子育て支援の拠点としての可

能性については優先的に議論していきたいと考えており、子どもたちを支える指導者や保育士

の人材確保が課題となるため、運営体制の見直しを含めた効率的・効果的な仕組みづくりを検

討いたします。 

 以上の計画を推進するため、春松小学校校舎の利用計画同様、庁舎内検討会議を中心とした

検討プロセスを進めながら、地域住民や関係者の御意見を反映し、具体的な活用方法を模索し

てまいります。 

 なお、計画スケジュールについては、進捗状況に応じて適宜見直しを行いながら、地域の子

どもたちと保護者が安心して利用できる施設を目指し、春松小学校校舎の利用計画と相互に連

携を図りながら同様に進め、令和８年度には改修に向けた予算計上、令和９年度中の施設オー

プンを予定しています。 

 ４点目は、校舎内に併設される放課後児童クラブの設置についてであります。 

 放課後児童クラブにつきましては、現在はそれぞれの小学校の空き教室を利用し、開設して

おり、統合後の令和８年度につきましては、統合先であります現羅臼小学校舎内の空き教室に

て開設する予定であります。 

 また、令和９年度以降につきましては、子育て支援施設の集約化を図り、現羅臼幼稚園園舎

を利用することとしております。 

 なお、具体的な設置方法につきましては、今後検討していくこととなります。 

○議長（佐藤 晶君） 加藤勉君。 

○５番（加藤 勉君） どうもありがとうございました。 

 それでは、ここで再質問させていただきたいと思います。 

 現在、羅臼町の人口減少の中で、幼稚園児と小学校の児童が減少していくという中で、１校

１園化を図るというのは、これは避けて通れない問題だろうと思ってございます。幼稚園児と

小学校の児童が一緒の校舎の中で学ぶということは、今後の人生の中でかけがえのない貴重な

経験を生むことということでございますので、その辺については、一つの校舎の中で幼稚園児

と小学校の児童が学び合うというのは非常に大事なことだと考えてございます。 

 そこで、小学校の施設一体、連携校というか、幼稚園と連帯していく連携校という構想につ

いてでありますが、その中で、羅臼小学校の校舎を現在考えていくということでございます。 

 それで、羅臼小学校は、皆さんに承知のとおり、平成６年４月に校舎を完成し、７年１１月

には屋内の体育館が完成しております。一方、春松小学校については、平成１６年１２月に校
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舎を完成し、１７年１２月には屋内の体育館が完成されているということで、羅臼小学校と春

松小学校の１０年間、建物としては羅臼小学校が古いということになるわけです。 

 その中で、羅臼小学校は、それでなくても古い建物で、この中に幼稚園を入れた場合、かな

りの費用がかかるのではないのかと。今後、その辺、幼稚園が入るときには、もう１回計算を

するということありますが、幼稚園が入ってくるとなると、春松小学校にある現在の幼稚園

は、庁舎もそうですけれども、外に出る、遊び場も含めて一体で運営されていて、春松小学校

のほうの幼稚園がすごく環境的にはいいのかなと。あの施設を羅臼小学校の校舎の中に取り入

れることが可能なのかどうか、あの施設の中に。その辺が一つ気になるところでございます。 

 しからば、多額の改修費を使うのであれば、春松小学校を利用して、１０年後に新しく考え

ればいいのではないかというのが私の考え方でありますけれども、校舎が古い、１０年間も古

い校舎をどういうふうに改良しても、春松小学校並の校舎はできないだろうと考えてございま

す。 

 それから、羅臼小学校を選んだ理由の一つとして、子どもたちの足の確保が困難だと聞いて

ございます。昨今では、都市においても運転手の確保が困難として、定期バスの運行も減便さ

れている状況でもあります。そういうところからも、羅臼小学校を移動させないで、春松小学

校の子どもたちを移動させるのがいいのかとも思うのですけれども、だんだん子どもたちも

減っていって、羅臼小学校もそんなに、今、羅臼小学校の生徒数が１０８名、春松小学校の生

徒数８０名で、２０名ぐらいしか違わないのです。 

 そんな中で、今、羅臼小学校に、どれだけの予算か分からないのですけれども、改修費をか

けるより、春松小学校を利用するほうがいいと私は考えてございます。 

 それと、同じく春松小学校の空き校舎を利用するということで、社会教育施設という考え方

を示されてございますけれども、学校施設と異なりまして、利用者というのは一般の住民なの

です。学校の児童生徒については小学校、それから社会教育というと、どっちかというと一般

の大人の人が利用するものなのですけれども、距離的に、まちの中は６キロほど離れているの

だと。 

 利用する方は、ほとんど余暇の利用ですから、夜間ですとか土曜、日曜です。そうすると、

そこ自体もバスの問題もあって、なかなか高齢者にとっては利用できないというところです。 

 そう考えたときに、何で春松小学校を学校施設として使わなかったのか。今、ものすごい金

をかけて羅臼小学校を改修しなくても、春松小学校を利用すれば十分対応できるだろうと思っ

ています。 

 それから、羅臼小学校は、先ほど言いましたように、「優・遊・悠」という立派な社会教育

施設の一翼もあるし、あの２階には多目的ホールもある。それから、春松小学校にないものと

しては陶芸室があります。春松にはないですから。陶芸もあるし、それからエレベーターもつ

いてる。両方、エレベーターあります。どっちかというと、社会教育施設としては、羅臼小学

校を使ったほうが、より効果があると私は考えてございます。 

 その辺、春松小学校の資料的な面を考えると、羅臼小学校を文化施設に、春松小学校を学校
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にそのまま使っていくと、さほど費用もかけずに、１０年間は乗り越えていかれると考えてお

ります。 

 それから、羅臼幼稚園の問題ですけれども、幼稚園だって、あの施設は見てきましたけれど

も、幼稚園園舎としては物すごい立派。あれを幼稚園として使わないでどうするのというとこ

ろもあるのだけれども、もったいないです、羅臼幼稚園。あれだけのスペースを持って、ホー

ルを持って、それから２階のほうに教室を持って、立派な施設なのです。そこを子育てといっ

ても、あのところだけで子育て、どういうふうにやるかは別としても、羅臼幼稚園の空き家の

利用についても、全く私としてイメージがないということであります。 

 その辺、まだどのぐらい予算がかかるか分からないという話でしたけれども、その辺をき

ちっと計画をしてから、どっちにするかっていうのを決めるべきだと私は思っています。そう

しないと、羅臼小学校にかなりの金をかけて、なおかつ、春松小学校に金をかけていくことに

なるわけですから、生涯学習施設としても。そうなると大変な予算がかかるのではないのかと

いうことを懸念しております。 

 再度、その辺について、町長から総体的なお話をお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 町長。 

○町長（湊屋 稔君） このことにつきましては、私の考え方というのは、もうお示しをして

いるとおりでございます。これまで町民の皆さんと幾度も協議をさせていただいて、最終的に

１校１園化にします。その後は、どっちの校舎を使うかということも、多くの町民の皆さんの

御意見を頂戴した中で判断したことでございますので、今、御懸念をされている予算の問題

等々、そのことをもって、これから、そこを利用する子どもたちの、今までいろいろにことも

協議した中の問題を、そのことによって覆すということにはならないと思っておりますし、私

自身は、１校１園化にします。それから、校舎は両方の学校を廃校として、新設校として羅臼

小学校の校舎を利用して１校１園化を図りますということについては、もう明言をしておりま

す。発表をしておりますので、今の御意見によって変わるということはありません。 

 以上です。 

○議長（佐藤 晶君） 加藤勉君。 

○５番（加藤 勉君） １校１園化は、これからは必要だということを私自体も認識をしてご

ざいます。 

 ただ、それだけの費用をかけていくのか、予算をかけて、今ある校舎を使わないでどうする

のだという話なのです。春松小学校の方がそれだけ設備がいいですから、使って使えないわけ

ないのです、これは。そこまで予算的にはまだ詰めていないということですけれども、私は２

校を、いずれにしても、どっちをどういうふうにしようと、金がかかるのだということを懸念

するのです。だとすれば、春松小学校のほうが金がかからないと、学校として使うには金がか

からないと。そのかわり生涯学習として施設をつくるのであれば、羅臼小学校で金かけたほう

がいいのではないのかという考え方でございます。その辺は、私と思いはまた違うのでしょう

から。 
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 それは、最終的には、令和９年でしたか、そのときには幼稚園園舎もやるということで、設

計を組むということですから、そのときにもう１回議論したいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 晶君） ここで、昼食のため、午後１時まで休憩といたします。１時から再開

いたします。 

午前１１時５７分 休憩 

────────────── 

午後 １時００分 再開 

○議長（佐藤 晶君） 再開します。 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 午前中で一般質問は終わりました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第６ 報告第１２号 専決処分した事件の承認について 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 次に、日程第６ 報告第１２号専決処分した事件の承認についてを議

題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（湊屋 稔君） 議案の１ページをお開きください。 

 報告第１２号専決処分した事件の承認について、また、同じく報告第１３号専決処分した事

件の承認について、議案第４６号令和６年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算から議案第５１号

羅臼町過疎地域持続的発展市町村計画の変更につきまして、副町長並びに担当課長より説明を

いたしますので、御審議くださいますようお願い申し上げます。 

○議長（佐藤 晶君） 副町長。 

○副町長（川端達也君） 議案の１ページをお願いいたします。 

 報告第１２号専決処分した事件の承認について。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので報告し、承認を

求めるものでございます。 

 ２ページをお願いいたします。 

 専決処分書。 

 令和６年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算について、地方自治法第１７９条第１項の規定に

より、別紙のとおり専決処分する。 

 専決年月日につきましては、令和６年１０月９日でございます。 

 ３ページでございます。 

 令和６年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算。 

 令和６年度目梨郡羅臼町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。 
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 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７９４万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ５４億４,０２５万９,０００円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 ４ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正であります。 

 この専決処分につきましては、第５０回衆議院議員選挙及び第２６回最高裁判所裁判官国民

審査に要する経費でありますが、衆議院解散が１０月９日で、選挙までの準備期間が短かった

ことから専決処分して対応させていただいたものでございます。 

 それでは最初に、歳入でございます。 

 １５款道支出金７９４万円を追加し、１億８,２１７万８,０００円。 

 ３項道委託金７９４万円を追加し、１,６５７万４,０００円。衆議院議員総選挙及び最高裁

判所裁判官国民審査に要する経費として、全額北海道からの委託金でございます。 

 歳入合計７９４万円を追加し、５４億４,０２５万９,０００円となるものでございます。 

 ５ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 ２款総務費７９４万円を追加し、１７億３４０万円。 

 ４項選挙費７９４万円を追加し、９３７万９,０００円。これにつきましては、１０月２７

日に執行されました衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査に要する経費でありま

す。 

 歳出合計７９４万円を追加し、５４億４,０２５万９,０００円となるものでございます。 

 詳細につきましては、事項別明細書により説明させていただきますので、別冊資料３ページ

をお開き願います。 

 歳入でございます。 

 １５款道支出金３項道委託金１目総務費道委託金７９４万円を追加し、１,６５７万４,００

０円。衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査に伴う道委託金でございます。 

 次に、５ページをお願いいたします。 

 歳出であります。 

 ２款総務費４項選挙費５目衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査に７９４万円の

追加でございます。 

 内訳につきましては、１節報酬で１５２万８,０００円でありますが、投開票の立会人や事

務従事者、投票管理者などに対する報酬でございます。職員手当等１７７万１,０００円にお

きましては、選挙管理委員会書記など、選挙事務期間中の時間外手当でございます。７節報償

費２万２,０００円は、ポスター掲示板設置謝礼でございます。８節旅費１万円は、選挙管理

委員の費用弁償でございます。１０節需用費８３万７,０００円は、懸垂幕や啓発物資など、
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選挙に要する事務経費となっております。１１節役務費９６万７,０００円は、入場券等の発

送に伴う郵便料や公告料などでございます。１２節委託料２３３万２,０００円は、ポスター

掲示板の設置及び撤去業務に要する委託でございます。１３節使用料及び賃借料２１万円は、

データベースソフト使用料でございます。１７節備品購入費２６万３,０００円は、投票記載

台を新たに購入した経費でございます。 

 歳入歳出合計７９４万円を追加し、５４億４,０２５万９,０００円となるものでございま

す。 

 以上、衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査に要する経費を専決処分させていた

だいたことを御理解、御承認いただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） 討論なしと認めます。 

 これから、報告第１２号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 報告第１２号は、承認することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、報告第１２号は承認することに決定いたしました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第７ 報告第１３号 専決処分した事件の承認について 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第７ 報告第１３号専決処分した事件の承認についてを議題とい

たします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

○副町長（川端達也君） 議案の６ページをお願いいたします。 

 報告第１３号専決処分した事件の承認について。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので報告し、承認を

求めるものでございます。 

 ７ページをお願いいたします。 

 専決処分書。 

 令和６年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算について、地方自治法第１７９条第１項の規定に

より、別紙のとおり専決処分する。 
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 専決年月日につきましては、令和６年１０月１５日でございます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 令和６年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算。 

 令和６年度目梨郡羅臼町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２６６万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ５４億４,２９１万９,０００円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 ９ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正でございますが、この専決処分につきましては、１０月１５日

に、岬町モセカルベツ地区で発生しました町有林山腹崩壊に伴い、災害対策本部の設置及び緊

急的措置として対応させていただいた経費となっております。 

 最初に、歳入でございます。 

 １９款１項繰越金２６６万円を追加し、２億３９８万１,０００円。歳出の財源調整とし

て、前年度繰越金に求めたものでございます。 

 歳入合計２６６万円を追加し、５４億４,２９１万９,０００円となるものでございます。 

 １０ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 ２款総務費２６６万円を追加し、１７億６０６万円。 

 ７項防災費２６６万円を追加し、１,０１８万５,０００円。岬町モセカルベツ地区で発生し

た町有林山腹崩壊に伴い、災害対策本部の設置に伴う経費や、被害の拡大を防ぐために緊急的

措置として対応させていただいた経費となっております。 

 歳出合計２６６万円を追加し、５４億４,２９１万９,０００円となるものでございます。 

 詳細につきましては、事項別明細書により説明させていただきますので、別冊資料１１ペー

ジをお開き願います。 

 歳入でございます。 

 １９款１項１目繰越金２６６万円を追加し、２億３９８万１,０００円。歳出の財源調整と

して、前年度繰越金に求めたものでございます。 

 次に、１３ページでございます。 

 歳出でございます。 

 ２款総務費７項１目防災費２６６万円の追加でございます。 

 内訳につきましては、３節職員手当等３８万４,０００円及び１０節需用費２万４,０００円

につきましては、災害対策本部の設置に伴い、職員が対応した時間外勤務手当や食料費となっ

ております。１１節役務費４万８,０００円、１４節工事請負費２２０万４,０００円につきま

しては、被害の拡大を防ぐために緊急的措置として対応させていただいた経費となっており、
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水道管から漏れている水の閉栓作業に要した経費や、二次的な土砂崩れが起こらないよう崩落

したシートを被覆するための工事費となっております。 

 歳入歳出合計２６６万円を追加し、５４億４,２９１万９,０００円となるものでございま

す。 

 災害による緊急を要する対応とし専決処分させていただいたことにつきまして、御理解の

上、御承認いただきますようよろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） 討論なしと認めます。 

 これから、報告第１３号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 報告第１３号は、承認することに賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（佐藤 晶君） 起立総員です。 

 したがって、報告第１３号は承認することに決定いたしました。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第８ 議案第４６号 令和６年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第８ 議案第４６号令和６年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算を

議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 副町長。 

○副町長（川端達也君） 議案の１１ページをお願いいたします。 

 議案第４６号令和６年度目梨郡羅臼町一般会計補正予算。 

 令和６年度目梨郡羅臼町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１,１３２万３,０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ５４億３,１５９万６,０００円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 第２条は、繰越明許費でございます。 

 地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用することができる経費

は、「第２表 繰越明許費」による。 
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 第３条は、債務負担行為の補正でございます。 

 債務負担行為の追加は、「第３表 債務負担行為補正」による。 

 第４条は、地方債の補正でございます。 

 地方債の変更は、「第４表 地方債補正」による。 

 １２ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。 

 １２款分担金及び負担金２５万９,０００円を追加し、４,８４３万２,０００円。 

 ２項負担金２５万９,０００円を追加し、４,７４３万２,０００円。養護老人ホーム入所希

望者１名の入所が決定したことにより、入所者の５か月分の自己負担金でございます。 

 １４款国庫支出金１,１０９万８,０００円を追加し、３億２,７５９万２,０００円。 

 １項国庫負担金７９０万２,０００円を追加し、１億４,０１４万６,０００円。子ども・子

育て支援法の一部改正により、児童手当支給対象児童の年齢の延長や所得要件の撤廃によりま

して、対象経費の９分の７が国からの負担金として交付されます。 

 ２項国庫補助金３１９万６,０００円を追加し、１億８,５３３万３,０００円。マイナン

バーカード交付事務が補助対象となったことで、３万９,０００円の追加。また、灯油価格の

高騰に伴う低所得の高齢者等に支給する給付事業につきまして、物価高騰対応重点支援地方創

生臨時交付金から２８２万４,０００円を充当するものでございます。さらに、出産予定者の

増加によりまして、出産子育て応援交付金に関わる対象経費の３分の２の３３万３,０００円

が国からの補助金となります。 

 １５款道支出金２５１万２,０００円を追加し、１億８,４６９万円。 

 １項道負担金１１２万９,０００円を追加し、８,２２８万１,０００円。先ほどの国庫負担

金と同様、児童手当の支給対象児童の年齢の延長や所得要件の撤廃により、対象経費の９の１

が道負担金として交付されるものでございます。 

 ２項道補助金１３８万３,０００円を追加し、８,５８３万５,０００円。根室管内４町で連

携して行います職員採用に向けました募集イベントの開催に対して、地域づくり総合交付金１

３０万円。また、出産子育て応援交付金に関わる対象経費の６分の１の８万３,０００円が道

補助金として追加となります。 

 １７款１項寄附金３２４万８,０００円を追加し、７億７６６万５,０００円。 

 内訳につきましては、事業者２件と個人１件から２６４万８,０００円の善意の寄附を頂い

たものでございます。 

 また、企業版ふるさと納税としての寄附金が２件で６０万円を頂いております。 

 １８款繰入金１項基金繰入金６万２,０００円を追加し、６億３,３５２万８,０００円。 

 １９款１項繰越金２,２９９万８,０００円を追加し、２億２,６９７万９,０００円。 

 １８款繰入金及び１９款繰越金につきましては、歳出の財源調整として、財政調整基金繰入

金及び前年度繰越金に求めるものでございます。 
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 ２１款１項町債５,１５０万円を減額し、１億６,３７０万円。今年度予定しておりました老

人福祉センター浴室改修工事の入札が不調となったことによりまして、予定しておりました老

人福祉センター改修事業債の減額となります。 

 歳入合計１,１３２万３,０００円を減額し、５４億３,１５９万６,０００円となるものでご

ざいます。 

 １３ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 ２款総務費５１３万５,０００円を追加し、１７億１,１１９万５,０００円。 

 １項総務管理費４８７万７,０００円を追加し、１６億２,４５８万９,０００円。 

 内容につきましては、総務省からの通知によりまして、外国為替制度運営費の導入適用に伴

いまして、公金支出に関わる銀行間手数料が変更になったことにより３１万５,０００円の追

加。 

 また、人材確保が大きな課題となっておりまして、管内４町で連携して、東京都内で人材確

保に向けた情報提供やイベントを行う経費１３１万４,０００円が追加でありますが、この経

費につきましては、道補助を活用して行うものでございます。 

 また、事業者２件と個人１件から２６４万８,０００円の善意の寄附金を頂いておりますの

で、財政調整基金及び体育文化振興基金へ積み立てるものでございます。 

 また、企業版ふるさと納税寄附金が２件、６０万円頂いておりますので、企業版ふるさと納

税基金へ積み立てるものでございます。 

 ２項徴税費２５万８,０００円を追加し、４,９７９万円。法人町民税の確定申告により、過

誤納還付金及び還付加算金が発生したことにより、予算不足が生じることから追加するもので

ございます。 

 ３款民生費３,３４８万７,０００円を減額し、５億６,０２８万７,０００円。 

 １項社会福祉費４,４５４万７,０００円を減額し、４億４,９０１万５,０００円。 

 内訳につきましては、灯油の価格高騰により、低所得の高齢者世帯やひとり親世帯などに対

し、１世帯あたり１万円の給付として２８２万４,０００円の追加。 

 また、今年度予定しておりました老人福祉センター浴室改修工事につきまして、入札が２度

不調となったことで５,３５８万３,０００円の減額となりますが、来年度の早期の改修工事に

向け、債務負担行為補正で計上させていただいております。 

 さらに、１名の養護老人ホーム入所希望がありまして、入所者判定委員会にて入所が決定し

たことにより１２５万円の追加。令和５年度障害者自立支援給付費及び医療費の国庫負担金の

実績報告による返還金として４９６万２,０００円が追加となります。 

 ２項児童福祉費１,１０６万円を追加し、１億１,１２６万２,０００円。子ども子育て支援

法の一部改正によりまして、１０月分から支給されます児童手当が、対象児童の年齢延長や所

得要件の撤廃などにより１,０１６万円の追加となります。 

 また、当初予算計上により、出産予定者が増えたことで、出産子育て応援交付金５０万円。
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第３子以降の出産予定者も増えておりまして、第３子以降の出産祝い助成金４０万円が追加と

なります。 

 ４款衛生費１３２万２,０００円を追加し、７億１,９５７万８,０００円。 

 １項保健衛生費１１１万６,０００円を追加し、３億４,７６９万１,０００円。子宮頸がん

予防ワクチン接種に伴うワクチン料金の改定や接種者の増加により、予算不足が生じることで

１０４万４,０００円の追加。 

 また、国保診療所の起債借入金の利率の見直しにより、国保診療会計繰出金として７万２,

０００円の追加でございます。 

 ２項保健師設置費２０万６,０００円を追加し、７８１万１,０００円。妊婦届数が当初予定

より増加したことにより、妊婦健診及び超音波検査に要する経費の追加となります。 

 ６款１項商工費１,０１５万３,０００円を追加し、２億６７５万２,０００円。野遊び

フィールド管理棟改修工事におきまして、当初１２月２５日までの工期で進めておりました

が、７月から１０月中の野遊びフィールドの利用者に配慮しながらの工事となったことで、工

期内の完成ができず、工期延長させていただき、また、一部設計変更などもあったことで２７

８万３,０００円の追加となります。今後、冬期間の工事はできないことから、工期延長に伴

う繰越明許費を計上させていただいております。 

 さらに、温泉４号井の井戸元のスケール閉鎖が想定より早くなっておりまして、浚渫工事回

数が増えたことで７３７万円の追加となります。 

 ８款教育費６６万円を追加し、４億３,１８７万３,０００円。 

 ５項社会教育費６６万円を追加し、５,７７３万円。雇用形態の変更によるものでございま

す。 

 １０款１項職員費４８９万４,０００円を追加し、８億１,４８９万円。会計年度任用職員の

中途採用及び退職手当の追加費用負担金の精算に伴う増減の補正となっております。 

 歳出合計１,１３２万３,０００円を減額し、５４億３,１５９万６,０００円となるものでご

ざいます。 

 １４ページをお願いいたします。 

 第２表、繰越明許費でございます。 

 ６款１項商工費の知床羅臼野遊びフィールド管理棟増築工事１,５６６万４,０００円であり

ますが、先ほどの補正の中でも説明させていただきましたが、この事業は、当初１２月２５日

までの工期で進めておりましたが、７月から１０月中の野遊びフィールドの喫茶利用者や宿泊

利用者に配慮しながらの工事となったことで、予定どおり工事を進められずに、工期内に工事

を終えることができず、また、今後冬期間の工事を進めることもできないことから、令和７年

６月３０日まで工期を延長するものでございます。御理解いただきますようよろしくお願い申

し上げます。 

 １５ページをお願いいたします。 

 第３表、債務負担行為補正でございます。３件の事業があります。 
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 １件目は、羅臼町老人福祉センター浴室改修工事、限度額は５,３１１万９,０００円であり

ます。今年度、入札が２度不調となったことにより、令和６年度中に事業を終えることができ

なくなったことで、期間を令和６年度から令和７年度までとし、令和７年度の早期に工事を着

工できるようにするものでございます。 

 ２件目は、幼稚園改修実施設計委託、限度額は１,９７３万４,０００円。 

 ３件目は、羅臼小学校トイレ改修工事、限度額は２,０５１万５,０００円でございます。 

 ２件目と３件目につきましては、令和８年４月１日の１校１園化に向け、施設の改修工事を

進めることになりますが、学校事業に影響が出ない日程で工事を実施する必要があるため、令

和６年度から準備を進めていくものでございまして、債務負担行為補正で計上させていただい

ております。 

 １６ページをお願いいたします。 

 第４表、地方債補正。１件の変更がございます。 

 起債の目的は、老人福祉センター改修事業債、過疎対策事業債であります。限度額の５,７

９０万円を６４０万円に変更するものでございます。先ほどの事業費の減額補正や債務負担行

為補正で説明させていただいたとおり、今年度予定しておりました老人福祉センター浴室改修

工事の入札不調に伴うものでございますが、浴室改修に伴う実施設計委託は予定どおり終了し

ておりますので、浴室改修実施設計委託料の６４０万円を除く、浴室改修工事費分５,１５０

万円を減額する変更となっております。 

 なお、起債の方法、利率、償還の方法に変更はございません。 

 以上でございますが、事項別明細書を別冊資料として配付させていただいておりますので、

御参照いただきますようお願いいたします。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 提案理由の説明が終わりましたので、提案説明に対しての質問を許し

ます。質問ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで質疑を終わります。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第９ 議案第４７号 令和６年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計 

補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第９ 議案第４７号令和６年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会

計補正予算を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（本見泰敬君） 議案の１７ページをお願いします。 

 議案第４７号令和６年度目梨郡羅臼町介護保険事業特別会計補正予算。 
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 令和６年度目梨郡羅臼町の介護保険事業特別会計補正予算は、次に定めるところによる。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １８ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。 

 ３款国庫支出金４５万円を追加し、１億１,１８２万８,０００円。 

 １項国庫負担金２５万円を追加し、８,２１７万円。 

 ２項国庫補助金２０万円を追加し、２,９６５万８,０００円。 

 内容といたしましては、介護予防サービス、施設介護サービスの利用増減に伴う保険給付費

補正により、公費負担分である国庫負担金及び国庫補助金を増額するものです。 

 ５款道支出金４５万円を減額し、６,３８５万２,０００円。 

 １項道負担金５７万５,０００円を減額し、５,６１２万２,０００円。 

 ２項道補助金１２万５,０００円を追加し、７７３万円。 

 内容といたしましては、介護予防サービス、施設介護サービスの利用増減に伴う保険給付

費、地域支援事業費補正により、公費負担分である道負担金の減額並び道補助金を増額するも

のです。 

 今回の補正は、介護予防サービス、施設介護サービスの増減に伴う財源の組替えによるもの

で、補正額はゼロ円であり、歳入合計に変更はございません。 

 １９ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 ２款保険給付費１００万円を減額し、４億２,４０１万６,０００円。 

 １項介護サービス等諸費９００万円を減額し、３億６,４０１万６,０００円。 

 ２項介護予防サービス等諸費８００万円を追加し、２,２８０万円。 

 ３款地域支援事業費１００万円を追加し、３,７０４万３,０００円。 

 １項総合事業費１００万円を追加し、１,２１２万９,０００円。 

 内容といたしましては、介護予防サービス、施設介護サービス、介護予防生活支援サービス

事業の利用増減に伴う保険給付費及び地域支援事業費の財源組替えのため補正をお願いするも

のでございます。 

 歳出につきましても、介護予防サービス、施設介護サービス、地域支援事業の増減に伴う財

源の組替えによるもので、補正額はゼロ円であり、歳出合計に変更はございません。 

 なお、詳細につきまして、別冊資料、事項別明細書の３７ページから４２ページにかけて掲

載しておりますので、後ほどお目通しをお願いいたします。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 提案理由の説明が終わりましたので、提案説明に対しての質疑を許し
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ます。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで質疑を終わります。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１０ 議案第４８号 令和５年度目梨郡羅臼町後期高齢者医療 

事業特別会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第１０ 議案第４８号令和６年度目梨郡羅臼町後期高齢者医療事

業特別会計補正予算を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 保健・国保担当課長。 

○保健・国保担当課長（洲崎久代君） 議案の２０ページをお願いします。 

 議案第４８号令和６年度目梨郡羅臼町後期高齢者医療事業特別会計補正予算。 

 令和６年度目梨郡羅臼町の後期高齢者医療事業特別会計補正予算は、次に定めるところによ

る。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３２６万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ８,５２１万５,０００円とする。 

 ２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予

算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 ２１ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。 

 １款１項後期高齢者医療保険料３２６万５,０００円を増額し、６,３９０万円。令和６年度

後期高齢者医療保険料の保険料率の改定が行われたことにより、保険料が増額になったことに

よるものでございます。 

 歳入合計３２６万５,０００円を追加し、８,５２１万５,０００円とするものでございま

す。 

 ２２ページをお願いいたします。 

 歳出です。 

 ２款１項後期高齢者医療広域連合納付金３２６万５,０００円を増額し、８,２９９万４,０

００円。令和６年度後期高齢者医療保険料率の改定が行われ、保険料が増額となったことよ

り、広域連合納付金を増額するものでございます。 

 歳出合計３２６万５,０００円を追加し、８,５２１万６,０００円とするものでございま

す。 

 また、事項別明細書につきましては、別冊資料４３ページから４８ページに掲載しておりま
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すので、後ほどお目通し願います。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 提案理由の説明が終わりましたので、提案説明に対しての質疑を許し

ます。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで質疑を終わります。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１１ 議案第４９号 令和６年度目梨郡羅臼町国民健康保険診 

診療所事業特別会計補正予算 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第１１ 議案第４９号令和６年度目梨郡羅臼町国民健康保険診療

所事業特別会計補正予算を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（本見泰敬君） 議案の２３ページをお願いいたします。 

 議案第４９号令和６年度目梨郡羅臼町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算。 

 令和６年度目梨郡羅臼町の国民健康保険診療所事業特別会計補正予算は、次に定めるところ

による。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます。 

 歳入再出予算の総額に歳入歳出それぞれ７万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ２億２,３６１万円とする。 

 ２項で、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 ２４ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 歳入でございます。 

 ２款繰入金１項他会計繰入金７万２,０００円を追加し、１億６,６４２万９,０００円。 

 内容につきましては、国保診療所の起債借入金に係る利率の見直しにより、当初予算額に不

足が生じるため、歳出において増額補正する財源として繰入金に求めるものでございます。 

 歳入合計７万２,０００円を追加し、２億２,３６１万円とするものでございます。 

 ２５ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 ２款１項公債費７万２,０００円を追加し、５,０４７万３,０００円。 

 内容は、歳入で御説明しましたとおり、国保診療所の起債借入金に係る利率見直しにより、

利子に不足が生じるため追加補正をお願いするものでございます。 

 歳出合計７万２,０００円を追加し、２億２,３６１万円とするものでございます。 
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 また、詳細につきましては、別冊資料、事項別明細書の４９ページから５４ページにかけて

掲載をしておりますので、後ほどお目通しをお願いいたします。 

 なお、当該補正予算につきましては、令和６年第５回国保運営協議会に諮問し、承認を得て

おりますことを申し添えます。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 提案理由の説明が終わりましたので、提案説明に対しての質疑を許し

ます。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで質疑を終わります。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１２ 議案第５０号 羅臼町専門職員採用に係る支度金交付条例 

の制定について 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第１２ 議案第５０号羅臼町専門職員採用に係る支度金交付条例

の制定についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（飯島 東君） 議案の２６ページをお願いします。 

 議案第５０号羅臼町専門職員採用に係る支度金交付に関する条例制定について。 

 羅臼町専門職員採用に係る支度金交付に関する条例を別紙のとおり制定する。 

 ２７ページをお願いいたします。 

 羅臼町専門職員採用に係る支度金交付条例。 

 本条例につきましては、議案の２７ページに掲載しておりますが、条例の内容につきまし

て、お手元に別冊として配付しております参考資料の羅臼町専門職員採用に係る支度金交付条

例の概要説明資料により御説明させていただきますので、特段の御配慮をよろしくお願いいた

します。 

 参考資料の５ページ、資料３をお開きください。 

 条例の制定内容について御説明申し上げます。 

 初めに、制定の趣旨です。 

 この条例は、羅臼町における国家資格有資格者のうち、特に採用が困難となっている専門職

員、ここでは保健師並びに建築士の確保を目的に、就職のために羅臼町外から転居する職員に

対し支度金を交付するものであります。 

 次に、交付対象者です。 

 対象は、羅臼町外に在住する者で、令和７年度４月以降に羅臼町職員として採用が決定して

いる者のうち、保健師または建築士として採用される者であります。 

 次に、交付の条件です。 
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 交付条件は、採用された日から３年以上の勤務を行うことができる者で、後ほど説明いたし

ますが、３年を経過せずに羅臼町職員を退職する場合には、交付した支度金の返還を求めるこ

ととなります。 

 次に、支度金の額です。 

 支度金の額は１００万円とし、支度金という性質から、採用決定後、本人からの速やかな申

請、町からの速やかな交付を進めることにより、できる限り羅臼町への赴任前に交付できるよ

う双方努めることといたします。 

 最後に、支度金の返還です。 

 申請者が採用された日から３年を経過せずに、自己都合で退職した場合には、その間の勤務

実績に応じて支度金の返還を求めることといたします。 

 採用を辞退された場合、又は採用された日から６か月未満で退職した場合、並びに不正な手

段により支度金の交付を受けたことが判明した場合には、交付金の全額１００万円を還付いた

だきます。 

 採用された日から６か月以上１年未満で退職した場合は交付額の７５％、採用された日から

１年以上２年未満で退職した場合は交付額の５０％、採用された日から２年以上３年未満で退

職した場合は交付額の２５％の返還を、それぞれ求めることといたします。 

 以上であります。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 提案理由の説明が終わりましたので、提案説明に対しての質疑を許し

ます。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで質疑を終わります。 

 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１３ 議案第５１号 羅臼町過疎地域持続的発展市町村計画の 

変更について 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） 日程第１３ 議案第５１号羅臼町過疎地域持続的発展市町村計画の変

更についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 企画財政課長。 

○企画財政課長（鹿又明仁君） 議案の２８ページをお願いいたします。 

 議案第５１号羅臼町過疎地域持続的発展市町村計画の変更について。 

 羅臼町過疎地域持続的発展市町村計画を別紙のとおり変更するため、過疎地域の持続的発展

の支援に関する特別措置法第８条第１０項の規定により、準用する同条第１項の規定に基づき

議会の議決を求めるものでございます。 

 今回の変更につきましては、町立小学校、幼稚園の適正配置に係ります取組事項の追加、そ
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れに伴いますページの繰上げ、並びに知床開き事業の終了と。また、新イベント知床らうす産

業祭羅来楽の開催に伴います記載事項の変更を行うもので、今後の小学校校舎、幼稚園園舎の

実施設計や改修、さらには新イベント事業の過疎対策事業債の活用を見据えた変更となりま

す。 

 なお、北海道との協議につきましては、令和６年１０月２４日に終了し、同意をいただいて

いるところでございます。 

 詳細につきましては、別冊の参考資料の６ページ、資料４、羅臼町過疎地域持続的発展市町

村計画の変更、新旧対照表で御説明いたしますので、参考資料の６ページをお開き願います。 

 新旧対照表の右側に変更前、左側に変更後の記載となっておりますので、よろしくお願いい

たします。 

 まず、上段の区分、目次につきましては、掲載事項の追加に伴いまして、社会教育の推進以

降１ページを順次繰り上げるものでございます。 

 下段の区分、９、教育の振興の幼・小・中・高等学校の推移の表中で、幼稚園に関する園、

学級、園児、教諭の数値を追加するものでございます。 

 続きまして、７ページをお願いいたします。 

 上段には、町立小学校、幼稚園施設の適正配置におけます現況と問題を文言化しておりま

す。 

 全国的な少子化の進行に伴い、町内における児童・生徒数は減少の一途をたどり、このまま

児童・生徒数の減少が続いた場合、一部の学校では複式学級が常態化し、子どもたちにとって

望ましい教育効果が得られにくい状況が想定され、幼稚園についても園児数は減少しており、

集団の中で多様な経験を積むことが極めて困難な状況となっているなど、子どもたちを取り巻

く環境が大きく変化している。 

 児童・生徒の減少に対応する適正な教育環境の維持・向上を目指し、平成１８年１月に、

｢羅臼町立小・中学校の適正配置計画｣を策定し、この間、町立小学校及び中学校の統廃合を進

め、令和２年４月には、｢羅臼町立小学校・羅臼町立幼稚園適正配置計画｣を策定し、現在の幼

稚園２園、小学校２校、中学校１校に至っており、少子化時代に適応した小学校、幼稚園の適

正な規模・配置の在り方についての検討が急務となっている。 

 当町の幼稚園・小学校の規模・適正配置を考えるに当たっては、子どもたちの自主性・主体

性、さらには社会性・協調性を会得させる内在的な力であります「集団の持つ教育力」を生か

すための適正な規模の基準を設定するとともに、長い歴史と伝統を持ち、地域とともに歩んで

きた学校の統合を検討することは、地域に様々な影響を与える問題であることから、効率性だ

けを求める安易な統合は避け、地域と意見を交わしながら、子どもたちにとって望ましい教育

環境の整備が求められる」の文言を追加し、下段には、その対策として、教育目標である「ふ

るさと羅臼の躍進を創造し、生き生きと逞しく行動する心豊かな町民の育成」の充実を図るた

め、新たな人口推移を勘案し、必要な学校規模や学級規模を再整理の上、地域との意見交換の

中から、子どもたちにとって望ましい教育環境の一層の充実と、教育的効果を最大限高めるた
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めの適正な規模及び配置として、現在の羅臼町立小学校２校と羅臼町立幼稚園２園を小学校１

校、幼稚園１園に統合するの文言をそれぞれ追加するものでございます。 

 また、主要な施策の項目に、町立小学校・幼稚園統合に伴う校舎、園舎改修及び実施設計を

追加するものでございます。 

 続きまして、８ページをお願いいたします。 

 ここでは、事業計画、令和３年度から令和７年度の表中、事業名の校舎の事業内容に、小学

校統合に伴う校舎改修及び実施設計、事業主体に町を加え、（２）幼稚園の事業内容に、幼稚

園統合に伴う園舎改修及び実施設計、事業主体に町をそれぞれ追加するものでございます。 

 続きまして、９ページをお願いいたします。 

 ここでは、区分、関係資料、事業計画、ソフト事業分の令和３年度から令和７年度事業計

画、過疎地域持続的発展特別事業分の、持続的発展施策区分、３、産業の振興。事業名、（１

０）過疎地域持続的発展特別事業の観光の欄に記載されております知床開き開催事業と関連項

目であります事業内容、事業主体、それぞれ削除し、新たに観光の欄に、知床らうす産業祭羅

来楽開催事業を加え、事業内容として、「過去の羅臼町の祭・イベントの文化・伝統を継承

し、知床らうすの自然・食・観光などの魅力に触れることができる産業祭であり、実行委員方

式のこのイベントは、協働のまちづくりの一環として非常に大きな役割を担っている。来場者

参加型のプログラムや地域資源の地産消費を拡大、ＰＲすることで大きな経済効果が期待され

る」の文言と、事業主体に町をそれぞれ追加するものでございます。 

 続きまして、１０ページをお願いいたします。 

 ここでは、知床開き開催事業の備考欄に記載しております文言を削除し、新たに、知床らう

す産業祭羅来楽開催事業の備考欄に、「当該事業は観光ＰＲのみならず、実行委員会方式で開

催するなど、地域住民の参画による協働のまちづくり推進の一部を担う事業であり、観光産業

の振興やまちづくり、文化継承、郷土愛醸成、地域人材育成に将来にわたって寄与するもので

ある」の文言を追加するものでございます。 

 以上のとおり、羅臼町過疎地域持続的発展市町村計画の変更を上程するものでございます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 晶君） 提案理由の説明が終わりましたので、提案説明に対しての質疑を許し

ます。質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（佐藤 晶君） これで質疑を終わります。 

──────────────────────────────────── 

◎散会宣告 

──────────────────────────────────── 

○議長（佐藤 晶君） これで、本日の日程は、全部終了いたしました。 

 なお、１２月１２日は、午前１０時開議といたします。 

 議事日程は当日配付いたします。 



― 43 ― 

 本日は、これで散会します。 

 御苦労さまでした。 

午後 １時５６分 散会  



― 44 ― 
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